
別記様式第２号（法人及び団体用）

留意事項 
①推薦にあたって、推薦者(団体・組織の代表者)及び被推薦者は住所、氏名を署名して下さい。

②推薦を行う団体・組織は、農業者関係団体（ＪＡや生産組合、女性・青年農業者組織）やその他の団体とします。

③推薦内容等を公表することに承諾いただけない場合は、申し込みを受付けできません。

農　業

村山市農地利用最適化推進委員

推薦致します。

職 業 等 性 別　男 ・ 女

村 山 市 農 業 委 員 会 の 委 員
の推薦書（法人及び団体用）

村山市農地利用最適化推進委員

私達は、 村　山　太　郎 氏を
村 山 市 農 業 委 員 会 の 委 員

に

氏　　名
○○認定農業者連絡協議会会長

水 土　三 郎
 年齢　55　歳

電話番号 0237 - ○○ - ○○○○

日

村 山 市 長
あて

村山市農業委員会会長

推薦の代表者

住 　　所 村山市中央一丁目○○番○○号

令和 年 月



①推薦する者の記載事項

②推薦を受ける者の記載事項

0237 - 〇〇 -

平成〇〇年 ４月 　楯岡〇〇町内会長

平成〇〇年 ４月 　村山東根土地改良区理事

平成〇〇年 ４月 　みちのく村山農業協同組合理事

平成〇〇年 ３月 　株式会社〇〇退社

平成〇〇年 ４月 　就農

昭和〇〇年 ３月 　山形県立村山農業高等学校　〇〇科卒業

平成〇〇年 ４月 　株式会社〇〇就職

　次に、遊休農地の解消です。遊休農地は病害虫の温床となり周辺農地への影響が大きく年々拡大し

ていく傾向が顕著であるこから、見回りパトロールや所有者への声かけなどは初動が重要ですので早

期に対応することを心掛け努めてまいります。

年　号 月 経歴及び農業の経営状況　(就任した地域団体やJA等農業団体の役職名など)

地　域

・抱負（農地集積・集約化、遊休農地発生防止対策などの農地等利用最適化に向けた取組等について）

　現在の日本農業は変革期にあり、法改正による農地利用の加速化は急務です。農業委員会本来の許

認可業務に加えて現場での積極的な働きかけが求められています。

　具体的には、集積と集約の一層の推進を図るため、令和7年3月に策定した地域計画を実行に移すた

め担い手への農地の集約を積極的に主導してまいります。

　認定農業者に該当するか否かの別 該当する ・ 該当しない

希望する担当区域の名称(地域名) ① 楯　岡 地　域 ②

農業経営の状況
（複数選択可）

水稲　　果樹　　野菜　　花き　　その他　 経営面積 3.0 ha

主な作目 （　　　　　　　　　　　　　　　） 営 農 歴 30 年

〇〇〇〇

職　　業 農　業 内　容
　下記のとおり

農業委員会の所掌事項への利害関係  （ 有・無 ）

住　　所 村山市中央一丁目〇番〇号
電 話
番 号

〇 月 〇 日 〇 歳

ふりがな むらやま　たろう 性　別 生　　年　　月　　日 年 齢

氏　　名 村　山　太　郎 男・女 昭和 〇〇 年

・推薦する理由（農業への認識、かかわってきた活動、推薦する者の性格等）

　地域におけるリーダーシップが極めて高く〇〇地区の役員として農地集積や遊休農地解消に尽力し

ています。性格温厚な人柄で人望も厚く、これまで〇期農業委員(農地利用最適化推進委員)を務めて

おり地域農業全般に精通しています。

　また本人は、認定農業者として水稲経営を中心に果樹や野菜の生産に取り組み、実践をとおした経

験は今後の村山市の農業に大きく寄与する人材であることから推薦いたします。

団体等の目的
○○認定農業者連絡協議会は、認定農業者が連携し、創意と工夫により活力ある地
域づくりと魅力ある農業経営を図ることを目的とする。

構成員の人数
及び

構成員の資格
　　　会員数　　250人

　推薦の区分
両方に推薦する

農 業 委 員
に推薦する

(農業委員及び推進委員の両方に推薦するか否かの別) 推 進 委 員

ふ り が な まるまるにんていのうぎょうしゃれんらくきょうぎかい ふ り が な みずつち　さぶろう

団体等の名称 ○○認定農業者連絡協議会 代表者の氏名 会長　水 土　三 郎

村 山 市 農 業 委 員 会 の 委 員
の推薦書（法人及び団体用）

村山市農地利用最適化推進委員

学歴記入の場合は最終学歴から記

入し、以降農業団体・行政等の経

歴を記載してください

農業の課題に対し解決するための

方法や自らの取組の具体的な行動

等を可能な限り詳細に記入して下

被推薦者の性格や経歴・地域での

活動や立場（役割）等、委員とし

てふさわしい内容について可能な


